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■ごみ発電の試運転開始！！

工事進捗率
9９％

１ヶ月のデータ
（７／２６～８／２５）

ごみ搬入量 ２，８７９.６トン

ごみ焼却量 ２，６３２.７トン

発電量 ７６４，１００ｋWh

焼却灰に混じっていた金属類

７月２６日から８月２５日までのごみ搬入量は2,879.6トンでした。当初計画に比べ9.2％程度少ない状
況であり、各市町で進められている「ごみ減量への取り組み」が進んでいることが確認できます。

８月１６日 花火大会ごみ受け入れ状況

針金や空き缶が機器に絡まると、焼却炉の異常停止につながります。
ecoポッポの安定稼動のためにも、分別の徹底をよろしくお願いします。

■分別の徹底にご協力ください！！
ごみピット状況

主蒸気弁 開放

蒸気タービン発電機 全景

ecoポッポの発電能力は2,050ｋＷ！
年間にすると一般家庭約４，１００軒分
の発電を見込んでいます。

発電した電力の波形を中部電力と合わせ、
送電開始しました。

発電量確認状況

タービンに蒸気を送り、
発電を開始しました。

■『諏訪湖クリーン祭』に参加！！
８月１１日に下諏訪町で開催された「諏訪湖クリーン祭」に、タクマ・岡谷組特定建設工事共同企業体も
出展いたしました。当日は、本事業やごみ処理に関する理解を深めていただくよう、諏訪湖周クリーンセ
ンター工事説明のパネル展示や、ごみ焼却の技術紹介等を行いました。

スタンプラリーが大人気でした。

ecoポッポについて、
たくさんの質問を頂き
ました。

ブース設営状況 パネル展示状況

緊急事態を想定した試験を実施し、
安全を確認しています。

安定した燃焼を行うため、受け入れたごみ
を十分撹拌(かくはん)してから焼却炉内に
投入します。

中部電力系統連携実施状況 負荷遮断試験 実施状況

タービンブレード（風車)

発電機

回転する力を電気に
します。（自転車のライト
と同じ仕組みです。）

回転軸

１６日には早朝から諏訪湖祭湖上
花火大会のごみを２１トン受け入
れました。

復水器

蒸気

蒸気

水 発 電 機

ボイラー

蒸気タービン

8月～組立中

今後据付

タービンブレード(風車)

回転軸

発電量：約1,500万kWh/年
（一般家庭 約４,１００軒分）

CO２削減量：約5,500ｔ/年
（自動車の排気ガス換算で約2,400台分）

蒸気の力でタービン（風車）を
回転させ、発電します

○蒸気タービンは、蒸気を利用して発電する設備です。

蒸気タービン

■ごみ搬入状況

〇 お 知 ら せ
諏訪湖周クリーンセンターでは、７月から２市１町のごみを受入れ、本格稼動に向けて試運転(焼却等)を開始し

ています。ごみの焼却によって発生した焼却灰は、分析測定を行なった結果、国の基準をクリアしたので、ごみ

焼却の本格的な共同処理に先立ち、9月から焼却灰の共同処理を行なってまいります。つきましては、９月６日

に「焼却灰処理共同化開始式」を開催する予定ですが、この模様は、次号で紹介いたします。

８月２日から、いよいよ蒸気タービンでの発電試験を開始しました。１２月からの本格稼動後は、eco
ポッポの施設内の電力に優先的に使用し、余剰分は、PPS(新電力会社）と中部電力に売電してまいります。



６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

平成２８年

1１/３０

竣工予定

試 運 転

7/9

ごみ

焼却開始

8/2

発電開始

蒸気タービン

動調整
※自動立上

シーケンス調整

予備

性能試験 本性能試験 分析期間

11/24

竣工検査

7/１ごみ

搬入開始

８/上旬

タービン

保安試験

９/上旬

不測事態

立上試験

１０/上旬

机上研修

本格稼動

ろ過式集じん器

※プレコーティング

工事期間

※ろ布（布状のろ過材）の表面を守

るため、ろ布にコーティングします。
※各機器の起動確認・

チェックをし、調整します。

■試運転のスケジュール

項 目 内 容

受入供給設備 ごみ計量器：稼働中動調整 ごみクレーン：稼動中動調整

燃焼設備 焼却炉：ごみ焼却中動調整 給じん装置：稼動中動調整

排ガス処理設備 バグフィルタ、有害ガス除去設備：稼動中 動調整

余熱利用設備 蒸気タービン：稼働中 動調整

エントランス広場 掘削状況

１１０トンのごみを燃やして、６トンの焼却
灰が搬出されます。

発行元 諏訪湖周クリーンセンター整備事業に関連する工事等連絡協議会

タクマ・岡谷組特定建設工事共同企業体

株式会社タクマ 連絡先：78-7143 株式会社岡谷組 連絡先：75-1791

湖周行政事務組合（岡谷市役所内） 連絡先：23-4811（内線1443・1444）

工場内機器 試運転調整状況

○９月１０日 不測事態立上試験
○９月１９日 予備性能試験
○９月３０日 ボイラ安全管理審査

・各所機器 負荷運転調整
・各所電気計装設備試運転調整
・自動燃焼制御装置 試運転調整
・各所計器類 試運転調整

▲８月３１日現在

■９月の試運転予定

焼却灰（主灰）搬出状況

９月からは、セメント原料等に再利用します。

引続き各機器を調整しています。

■試運転の実施状況

塩嶺御野立公園に保管されているトロッコ機関車を、敷地北側にできるエントランス広場に移設します。錆落と
しや塗装等を行ってから、ecoポッポのシンボルとして展示します。

９０年以上前の機関車です。

旧釜口水門の建設工事（昭和７年～昭和９年）に土砂の運搬に使われた
機関車です。釜口水門脇にも同時代のものが展示されています。

予備性能試験 イメージ

■敷地全体状況

■トロッコ機関車の移設

燃切点検出装置 調整状況

現在は公園内の倉庫に保管されています。

安定稼動のため、燃焼状況を
コンピューターで常時監視しています。

監視画像アップ

敷地 北東側より

※燃切点･･･ストーカ式焼却炉に
おける、火炎を伴う燃焼帯と、お
き燃焼を促進させる後燃焼帯の
境界位置

北側エントランス広場の工事が始まりました。


